
令和３年度専門部会（人材確保） コロナ禍における無資格・未経験者への就職支援について 資料３ｰ１

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響等により離職した、福祉業界未経験の求職者に対し、福祉業界への就職及び定着を促すための喫緊の対応について、
令和２年度にまとめた東京都福祉人材センターのあり方検討報告を踏まえて実践する具体策を検証し、アフターコロナへの展開につなげる。

テーマ選定理由

○第1回（令和３年8月5日）無資格・未経験者へのアプローチについて：「情報を分ける」をキーワードに、対象別（①～⑤）にアプローチ方法について意見交換。

①無資格者 ②オンラインになじみがある層 ③既に業界で働いている人 ④潜在有資格者 ⑤就職を検討する際の一つの選択肢である人

○第2回（令和３年11月2日）福祉人材に関する情報発信について：「入職時のすそ野は広く、専門職も目指せる業界」をキーワードに、以下の視点で、意見交換。

①対象者に合わせた訴求ポイント ②現場を見る経験の確保 ③「福祉」の伝え方の工夫 ④他業界と同様に働く場としての情報の提供 ⑤親・家族の後押しを得ていくための情報

○第3回（令和４年1月21日）：無資格・未経験者への定着支援について：「不安の除去」をキーワードに、定着のために必要な支援等について意見交換。

①採用時の取組 ②一定期間現場を離れていた人に対する取組 ③入職を誘う視点での取組 ④他業界・他分野から入ってくる方に対しての取組 ⑤チームリーダー層、管理者への取組

○第4回（令和４年３月23日）まとめ

実施状況、主な意見 ※委員一覧は別紙のとおり

アフターコロナに向けた展開のまとめ






